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10月に入り朝晩の気温が下がり駆け足で秋に向か

っているようです。恒例の有田皿山まつりも終了し、

紅葉の色づきとともに「有田秋の陶磁器まつり」も

1 ヵ月後となってきました。

有田ダムへのウォーキング中にムカゴを見つけま

した。 三空庵の銀杏も落ちて少しずつ黄色く衣替

えを始める頃になり、季節の移り変わりを感じます。

尾﨑顧問から嬉しいメールが届きました。5 月の

有田皿山人物伝講義に続き、今回は「起立工商会社」

をテーマに講座を開いて頂けそうです

ちなみに起立工商会社は明治期に松尾儀助により

設立されており、設立に至るエピソードや会社にま

つわる話など聞けると思います。 12 月に開催予定

で現在日程調整をお願いしています。乞うご期待！

10 月 10 日(木)、九州陶磁文化館にて 13：30より

藤原学芸員の解説で「江戸大皿百物語」寄贈展を鑑

賞しました。大皿には、歌麿や広重の浮世絵をはじ

め、東海道五十三次、金太郎、浦島太郎、鯉の滝登

りなど、様々なテーマが生き生きと描かれ、構図や

文様の面白さ、絵付け職人の技術の高さなど大皿の

魅力を楽しく鑑賞することができました。

2020 年 2 月に始めた「有田八十八ヵ所札所巡り」が

ようやく最後の札所まで 4 ヵ所になりました。

コロナ禍で屋内での活動が出来なくなった時期だけ

に、屋外での活動には毎回多くの方々に参加して頂き

楽しい活動になりました。泉山の 1 番札所からスター

トし、88 番札所を目指してきました。いよいよ最後の

札所が目前です。是非ご参加ください。

【開催日時】11 月 13 日（水）9：30～11：30（予定）

【集合場所】アリタセラ（卸団地）北駐車場


